
【投稿】

Ｘ（Twitter）の増加が顕著であり、３月では最多

【バナー等広告】

令和８年に入りＩｎｓｔａｇｒａｍが最多

【当初接触手段の推移】

バナー等広告の増加が顕著

【ダイレクトメッセージ】

令和８年に入り減少するが依然としてＩｎｓｔａｇｒａｍが最多

認知件数 3,397件、被害額 456.1億円（前年同期比＋2,232件、＋326.0億円）

最近のＳＮＳ型投資詐欺の特徴について（令和８年３月末時点）



当初接触ツール（電話）について

✓ 携帯電話が全体の約６割を占める
✓ 50代以下は携帯電話、60代以上は固定電話が半数以上を占めており、

50代と60代を境に当初接触ツールの割合が入れ替わる

最近のニセ警察詐欺の特徴について（令和８年３月末時点）

認知件数 2,204件、被害額 222.4億円（前年同期比＋310件、＋50.7億円）
当初接触ツールは電話が2,168件で全体の９割以上を占める

犯人と接点を持たないことが最重要‼

・携帯電話 ⇒ 警察庁推奨アプリをインストールして
犯人からの着信を遮断
（ダウンロード総数 累計 537,500件）

・固定電話 ⇒ 国際電話の利用休止を申し込んで
犯人からの着信を遮断
（手続件数 累計 945,600件）

※数値はいずれも概数

別紙２－２

各種詳細ページ
はこちら

【警察庁推奨アプリ】

【みんとめ】

【当初接触ツール（電話）の内訳】 【当初接触ツール（電話）の年代別内訳】

【認知件数の推移】



最近の特殊詐欺のトピックス（令和８年３月末時点）

金地金等をだまし取られる被害

○ 認知件数 77件
被害額 35.0億円

○ 被害の99.0％が手交によるもの
○ 既遂１件当たりの被害額は4,548.8万円

特殊詐欺全体（859.3万円）と比べて高額

別紙２－３

ニセ社長詐欺※による被害
※ 自社の経営者等になりすまして、メール等を送った後、ＳＮＳに遷移して

金銭等をだまし取る手口

○ 認知件数 68件
被害額 23.1億円

○ 令和８年１月に入り減少が続く
○ 既遂１件当たりの被害額は3,449.1万円

特殊詐欺全体（859.3万円）と比べて高額

【認知状況の推移】 【認知状況の推移】


